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久留米大学医学部免疫学講座教授
医学教育研究センター 国際医学交流部門 部門長

溝口 恵美子

久留米大学医学部医学科２年生に対する体系的な
実践臨床英語教育プログラムの開発と実践



略歴

久留米大学医学部卒業 旧第一内科入局

久留米大学大学院医学研究科 免疫学講座入学

米国 Harvard大学医学部
Massachusetts 総合病院（MGH) 病理学講座留学

久留米大学大学院医学研究科 修了

Harvard大学医学部 病理学講座 Instructor

Harvard大学医学部 内科学講座 Assistant Professor

1990年

1991年

1992年

199４年

1997年

2006年

2016年 久留米大学医学部免疫学講座 准教授

2022年 久留米大学医学部免疫学講座 教授 (国際医学交流担当）

２４年間のアメリカ生活と国際交流

現在に至る



２００５年 撮影

24年間のマサチューセッツ総合病院での留学生活

１９９２～２００２ （10 years): Department of Pathology, Immunopathology Unit

２００３～２０１６ (14 years): Department of Medicine, GI Unit



NIH グラント審査の経験 （3 Study Sections) : 数億円単位のグラント審査

• Study Section for Minority Biomedical Research Support (MBRS) 

• Study Section for Tumor Microenvironment (TME)

• Study Section for  Gastrointestinal Mucosal Pathobiology (GMPB)

25-30名からなるグラント審査員

⚫ R01 (NIH 基盤研究グラント保持者）であることが必須条件
⚫ 審査員のうち約3割は女性・minorityであることが必須 （クオータ制）
⚫ 日本人女性が選ばれることは極めて稀



TME Study Section (2012)

NIH グラント審査の経験



Lab Members in 2012 at MGH

⚫ 2006年に消化器内科の助教授に昇進し、独立した研究室を持つ
⚫ 全１１ヵ国、２７名のメンバーヲ自身のラボで雇用



久留米大学のおける医学英語教育

科目名：Practical Clinical English （PCE） M2, M3, and M4 

教育目標

• 医療人として求められる社会的役割を担い、地域・国際社会に貢献する。

• 国際社会における医療の現状と課題を理解し、実践するための基礎的素養を
身につける。

• 患者の分化的背景を尊重し、英語をはじめとした異なる言語に対応することができる。

科目責任者 （PCE Course Director）

溝口 恵美子



PCEの目的

Vocabulary

身体の部位と機能、医療・健康に関する基本的な専門用語を理解し、使うことができる。
医学英単語を使い、必要な情報を英語テキストやWeb上で検索できる。

Reading, Listening

医療・健康に必要な基本的な知識を英語で理解できる。
医学・医療の研究の基礎に必要な知識を英語で理解できる。

Communication

英語で仲間と良好な関係を築くことができる。
英語で医学・医療の研究成果の簡単な発表と質疑応答ができる。



PCE2講義 50分ｘ1４コマ （２０２５年度）

Date instructors Subject Aims

9/22 溝口恵美子 免疫学 To learn the structure of Medical Terminology

10/6 青木浩樹 心血管内科学 To learn English terms regarding circulation system

10/8 溝口恵美子 免疫学 To learn English terms regarding respiratory system

10/14 渡部功一 肉眼解剖学 To learn English terms regarding clinical anatomy

10/21 古川恭治 バイオ統計学 To learn English terms regarding biostatistics

10/22 小松誠和 医学教育学 To learn medical English terms regarding urinary/reproduction system

10/29 中島則行 生理学 To learn English terms regarding physiology 

10/29 山本健 医科学 To learn English terms regarding medical genetics

10/31 小椋義俊 細菌学 To learn English terms regarding microbiology

11/5 河原幸江 薬理学 To learn English terms regarding nervous system

11/7 溝口充志 免疫学 To learn English terms regarding immune system

11/12 嶋雄一 顕微解剖学 To learn English terms regarding anatomy and molecular biology

11/13 溝口恵美子 免疫学 To learn English terms regarding the digestive system

11/17 溝口恵美子 免疫学 Summary Test (30minutes)



Medical Terminology

全4１ページ 学習の徹底



Medical Terminology 必須医学略語２３０語



講義スライド （医学英語の構成）



講義スライド （医学英語の構成）



講義スライド （医学英語の構成：応用編）



講義スライド （確認のための練習問題）



講義スライド （臓器別のTerminology）



講義スライド
（臓器別のTerminology）



Native-English Speakerによる医学英語の発音練習

Mr. Steve Nguyener

Los Angeles出身

南カルフォルニア大学卒

バイオ統計学PhDコース
大学院1年

Teaching Assistant

として5コマ/年参加



評価方法 （２０２１年より採用）

⚫ 日本医学英語検定試験3級合格者（準3級合格者は対象外）

は受験資格の取得をもって合格とし、点数は科目責任者との
面接により決定される。ただし、PCE本試受験も可能である。



試験問題作成

作問依頼： 9/20/2025）

問題作成方法：１問２点、計４題（合計８点）、１00点満点

作問形式： 五者択一

作問締め切り： 10/31/2025 （昨年）

本試験： 12/2/2025 （昨年）

• 2～6行の中文を読ませ１つの問（１問）

• 長文を読ませ、その長文に対する問題４問、３問、または２問

• Medical terminology （和訳、英訳）



試験問題例 （語彙）



試験問題例 （略語）



試験問題例 （短文）

自家栄養

自閉症

高血糖

高脂血症



試験問題例 （中~長文）



試験結果

受験者数： １３２名

合格者数： １１２名

不合格者数： ２０名 （再試験 １８名、追試験 ２名） １名再試不合格

平均点： 66.4点  19.0点

最高点： 100点

最低点： 30点

再試験は、本試の中から医学用語を100語ピックアップして和訳する問題



久留米大学での国際交流を通じた英語教育

久留米大学国際交流センター(御井学舎）

⚫ 2002年に久留米大学の国際交流促進を主なミッションとして設立された。

⚫ 国際交流の枠組みとなる大学間協定は、現在17か国37校である。
（医学部間交流は５校）

国立台北大学

ノーザンケンタッキー大学

長庚大学

8名研修済み

１3名研修済み

2名研修済み

3名研修済み



Vice Dean

Prof. Julianne Ip

ブラウン大学と久留米大学との大学間協定締結調印 (2018.12)

Ip教授によるM2学生に協同学習のお手本のような講義



ブラウン大学と久留米大学との大学間協定締結 (2018～現在)

毎年1名の基礎研究学生
M3 RMCP （2ヶ月間）

毎年４名の臨床研修学生
（1ヶ月間）ブラウン大学

久留米大学

岩野彩子さん （2018)
衣笠哲矢くん (2019)
松尾嘉奈さん (2023)
田中由侑さん (2024)
徳重文也さん (2025）
田中世明さん (2026)

Alan Atkins （2019)

Noah Rubin   (2020)

Zane Yu         (2024)

Sarah Fel-He (2025)

Emma Wilcox (2025)

Samika Kanekar (2025)

Henrik Hector (2026)

Kenny Chang (2026)



Oxford University, UK Graz University, Austria

Charles University, Czech Sarawak University, Malaysia

2022年度：久留米大学へ受け入れた留学生



2025年度：久留米大学へ受け入れた留学生

２０２５年１０３名応募中、14名を受け入れ： 毎月どこかの科には外国人が研修している



認定期間：2021年２月１日〜2028年1月３１日
来年1月、更新のための受審予定

世界医学教育連盟のグローバルスタンダードに適合している大学である



2024年3月に久留米大を卒業した阿部馨介先生

医学科在学中にUSMLE Step 1に合格



ブラウン大学留学中にOET、USMLE Step １, ２に合格
2026年7月より UConn (コネチカット大学)内科で臨床研修

久留米大学卒業生は海外の名門校でレジデンシーができる英語レベルである

定永高幸先生 （２０２０年卒、左端）



Summary

⚫ 医学英語は構成（接頭辞、接尾辞）から学び始める

⚫ Medical Terminology, Abbreviation学習の徹底（PDF配布）

⚫ 小テストを実施することで語彙力の確認を行う

⚫ 国際医学交流を通じて生の医学英語を学ぶ

⚫ 久留米大学大学卒業者は海外で臨床研修できる英語力がある
（M２学生： 留学希望者 ６割、USMLE受験予定者 2割）

⚫ 久留米大学は創立１００年の節目にあたり、より一層の国際化を
目指して世界へと発信していく



ご清聴ありがとうございました


